
Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 ブ レ イ ズ 熊 本　 規 約

第 １ 章　 総 則

（名称）

第 1 条 この法人は、NPO法人 ブレイズ熊本（以下「クラブ」とい

う）と称する。

（事務所）

第 2 条 このクラブは、主たる事務所を熊本県熊本市新外３丁目１－１

０ ２

サキヤマハイアットビル２０２号に置く。

第 ２ 章　 目 的 及 び 事 業

（目的）

第 3 条 クラブは、子どもからお年寄りまで、誰もが、いつでも、どこ

でも気軽にスポーツ活動に参加できる環境を目指し、第４条に

掲げる事業を行い、健康で豊かな生活と活力に満ちた魅力的な

まちづくりに寄与することを目的とする。

（事業）

第 4 条 このクラブは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

①スポーツ教室、スポーツイベント及び交流大会に関する事業

②会員及び市民の健康保持増進に関する事業

③世代を超えた会員の交流と親睦を図る事業

④スポーツを通した青少年の心身の育成に関する事業

⑤その他、クラブの目的達成のために必要な事業

第 ３ 章　 会 員

（種別）

第５条　 クラブの会員は、次の３種として、運営会員をもって、当クラ

ブの構成員とする。

①運営会員

クラブの目的に賛同して入会し、クラブの活動を推進する個人

及び団体で、総会の議決権を有するもの

②活動会員

クラブの目的に賛同して入会し、クラブの活動に参加する個人



及び団体クラブの目的に賛同して入会し、クラブの発展を助成

する個人、企業及び団体

（入会）

第６条　 会員として入会しようとするものは、会長が別に定める入会申

込書により、会長に申し込むものとし、会長は正当な理由がな

い限り入会をみとめなれればならない。

（会費）

第７条　 会員は、総会において別に定める会費を納入しなければならな

い 。

（会員の資格喪失）

第８条　 会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、その資格を喪

失する。

①脱会届を提出したとき。

②本人が死亡し、又は、会員である団体が消滅したとき。

③会費を滞納し、納入しないとき。

④除名されたとき。

（脱会）

第９条　 会員は、代表が別に定める脱会届けを会長に提出し、任意に脱

会することができる。

（除名）

第１０条　 会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、運営委員会

の議決により除名することができる。

①この規則等に違反したとき。

②クラブの名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。

（会費の不返納）

第１１条　 既納の会費は、返納しない。（種別）

第 ４ 章　 役 員

（種別及び定数）

第１２条　 クラブに次の役員を置く

　 　 　 　 　①代　表　１名

　 　 　 　 　②副代表　２名

　 　 　 　 　 ２、クラブに顧問を置くことができる。

（選任等）

第１３条　 代表・副代表及び幹事は、総会において選任する。



　 　 　 　 　 ２、運営委員は、会員の中から代表が推薦したものとする。

（職務）

第１４条　 代表はクラブを代表し、その業務を総括する。

　 　 　 　 　 ２、副代表は代表を補佐し、代表に事故あるとき又は、代表

が欠けたときは、その任務を代行する。

　 　 　 　 　 ３、運営委員はクラブの会務を執行する。

　 　 　 　 　 ４、監査は会計を監査する。

（任期等）

第１５条　 役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない

　 　 　 　 　 ２、補欠または増員によって就任した役員の任期は、それぞ

れの全員者または現任者の任期の残存期間とする。

　 　 　 　 　 ３、役員は辞任又は任期満了後においても、後任者が就任す

るまでは、その職務を行わなければならない。

第 ５ 章　 会 議

（種別）

第１６条　 クラブの会議は次のとおりとする

　 　 　 　 　①総会

　 　 　 　 　②運営委員会

　 　 　 　 　③専門部会

（総会）

第１７条　 総会は、運営委員会をもって構成する。

　 　 　 　 　 ２、総会は代表が召集し、その議長となる。

３、総会は、構成員の過半数の出席より成立し、議決は、出

席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。

４、総会は、次の事項について審議し、議決する。

①規約の制定及び改廃

②事業計画及び予算

③事業報告及び決算

④役員の選任

⑤その他、代表が必要と認めた事項

（運営委員会）

第１８条　 運営委員会は、代表、副代表及び運営委員をもって構成する。



　 　 　 　 　 ２、運営委員会は、次の事項を執行する。

　 　 　 　 　 ①総会から委任された事項

　 　 　 　 　 ②総会に付議すべき事項の原案作成

　 　 　 　 　 ③総会を開催する暇がない緊急事項

　 　 　 　 　 ④その他、総会の議決を要しない会務の執行に関する事項

（専門部会）

第１９条　 専門部会は、代表が推薦した部員をもって構成する。

２、専門部会として、次の部会を設置する。

①企画・広報部会

②指導部会

３、各部会は、部長１名、副部長１名及び部員をもって構成

する。

４、部長は部会を総括し、その協議内容を運営 ) 委員会へ報

告する。

（事務局）

第２０条　 クラブの事務を処理する為に、事務局を置く。

２、事務局にはクラブマネジャー、事務局長及び会計の職員

を置くことができる。

３、前項の職員は、代表が任命し、事務局の事務を掌理する。

第 ６ 章　 会 計

（資金）

第２１条　 クラブの資金は、次に掲げるものとする。

①会 費

②事業収入

③補助金

④寄付金及び協賛金

⑤その他の収入

（資産の管理）

第２２条　 クラブの会計は、事務局が管理する。

（積立金）

第２３条　 クラブは、特別の目的のために摘立金を設けることができる。

２、前項の摘立金は特別会計とする。

第 ７ 章　 自 己 の 責 任



（自己の責任）

第２５条　 会員は、クラブの活動に際しては、クラブの諸規定及び指導

者の指示に従い、自己責任において行動するものとする。こ

れに背理して盗難、障害等の事故が起こっても、クラブ及び

指導者に対し一切の損害賠償を請求しないものとする。

（保険の加入）

第２６条　 会員は、スポーツ安全保険に加入しなければならない。クラ

ブはその活動中の障害にあたっては、スポーツ保険の対象範

囲内でのみ対応するものとする。

第 ８ 章　 雑 則

（細則）

第２７条　 この規約の施行について必要な細則は、運営委員会の議決を

経て、代表がこれを定める。

附 則

（施行期日）

１、この規約は、平成２４年４月１日から施行する。

（経過措置）

１、クラブの設立当初の役員の任期は、第１５条第１項の規定にかかわ

らず設立当初の平成２６年３月３１日までとする。

２、クラブの設立当初の事業年度は、第２４条の規定にかかわらず、設

立の日から平成２５年３月３１日までとする。


